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令和４年度　札幌市学校心臓検診に関する調査検討
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武田　充人、澤田　陽子、布施　茂登、山澤　弘州、和田　　励

【方法】

　札幌市における学校心臓検診システムは次のように行われている。札幌市立小中学校の各１年生を対象に心

音心電図と個人問診票による一次スクリーニングを行い、所見ありとなった学童は心電図判定委員会による二

次スクリーニングの対象となり、ここで要精密検査対象となった学童は、札幌市内の指定小児循環器外来を受

診し、診断および必要に応じて治療、管理を行う。受診者は学校生活管理指導表を学校に提出し、運動や活動

制限を含めた管理を受ける。

【結果】

　（表１） 過去５年間の精密検査対象者数、受診者数、有所見者数の推移を示す。令和４年度小学校１年は、

精密検査対象者数（Ａ）は136名で例年とほぼ横ばいであった。受診者数（Ｂ）は104名で受診率Ｂ／Ａは76.5

％と例年に比べやや低下を認めた。有所見者数（Ｃ）は75名で有所見率Ｃ／Ｂは72.1％とやや高い数字となった。

令和４年度中学校１年の精密検査対象者数（Ｅ）は230名で例年とほぼ横ばいであった。受診者数（Ｆ）は172

名で、受診率Ｆ／Ｅは74.8％と例年に比べ高値を認めた。有所見者数（Ｇ）は113名で有所見率Ｇ／Ｆは65.7

％と例年よりも高い数字となった。

　（表２） 精密検査結果病名の一覧を示す。小中学生ともに心室性期外収縮およびWPW症候群の診断が最も

多く、全体の４割弱を占めていた。要管理者数は139名で全体の５割程度であった。

【検討】

　1995年の学校保健法の改正により、札幌市では小、中、高の一年生を対象に心臓検診を教育委員会の主催の

もとで行われてきており、心臓突然死を含めた心事故発生リスクの低減に寄与してきた。しかしながら、コロ

ナ禍での検診でもあったためか専門外来への受診者数の低下が目立った結果となっており、新型コロナウイル

スの第５類扱い以降の受診率向上に期待したい。一方で、有所見率は上昇を認めており、心電図判定委員会に

おける精密検査対象者検出の精度は高くなってきていることが伺える。学校心臓検診システムは心疾患の早期

検出のみならず、高血圧症、高脂血症、糖尿病などの生活習慣病の早期スクリーニングとしての活用も期待さ

れており、本検診システムの意義付けも今後変容してくることが予想される。
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表１　心臓検診精密検査の状況

表２　令和４年度　学校心臓検診　精密検査結果　病名の内訳


